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カケハシ・プロジェクト 

対面学生会議 

フォローアップ事業の記録 

 

１．プログラム概要 

【目的・概要】 

日本に滞在するカケハシ・プロジェクト過去参加者（米国・カナダ・日本）が 2日間にわたり、サステイ

ナブル社会実現に向けた企業の取り組みや持続可能なエネルギー開発について学び、ワークショップで

の議論を通じて、参加者同士の相互理解を深め、カケハシ同窓生としての意識を向上させることを目的

としたプログラムを実施しました。 

 

【参加者】2015年～2023年度カケハシ・プロジェクト参加者 計 13名 

（内訳）米国 6名、カナダ 3名、日本 4名の大学生・大学院生・社会人 

 

【訪問地】東京都 

 

【日程】 

11月 30日（土曜日） 【オリエンテーション】 

 【アイスブレイク】 

 【講義】「カーボン・ニュートラルを達成するための戦略と課題」 

 講師：ジョンズ・ホプキンス大学高等国際問題研究大学院（SAIS） 

 元客員研究員 綿引 史敏 氏 

 【質疑応答】 

 【意見交換】 

 【視察】株式会社 リーフ ファクトリー トーキョー 

 【簡易ワークショップ】 

12月 1日（日曜日） 【視察】水素情報館 東京スイソミル 

 【ワークショップ】報告会準備（訪日成果のとりまとめ、帰国後の活動計画 

 （アクション・プラン）の作成） 

 【報告会】訪日成果・帰国後の活動計画発表 

 【懇親会】 
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２．記録写真 

  

2024年 11月 30日【オリエンテーション】 2024年 11月 30日【アイスブレイク】 

  

2024年 11月 30日【講義】「カーボン・ニュート

ラルを達成するための戦略と課題」 
2024年 11月 30日【講義】集合写真 

  

2024年 11月 30日【視察】 

株式会社 リーフ ファクトリー トーキョー 

2024 年 11 月 30 日【視察】株式会社 リーフ フ

ァクトリー トーキョー レタスの試食 

  

2024年 12月 1日【視察】 

水素情報館 東京スイソミル 

2024年 12月 1日【視察】 

水素情報館 東京スイソミル 集合写真 
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2024年 12月 1日【報告会】 2024年 12月 1日【報告会】集合写真 

 

３．参加者の感想（抜粋） 

◆ 米国 社会人 

視察などそれぞれ異なるプログラムがありながらも共通のテーマに沿っており、大変有意義でした。

出会ったすべての人が親切で、このプログラムを企画した関係者に感謝を表したいと思います。 

◆ 米国 社会人 

日本がどのようにエネルギー効率を高め、他国に依存しない体制をつくっていくのかについて楽し

く学ぶことができました。米国も SDGs の達成にむけて、日本と同じ取り組みを実施し、よりよい

地球と未来に向けて備える事ができるようになると願っています。 

◆ 米国 社会人 

興味深い講義と視察先にご案内いただきありがとうございました！おかげで、日本のエネルギー事

情についてより深く知ることができました。このプログラムで得た見識を、今後の研究プロジェク

トや仕事などに活かす事ができると感じています。 

 

４．受入れ側の感想（抜粋） 

◆ 講師 

講義を通じて、参加者がエネルギー全般に関心が高いこと、講義を通じて感じたことが日本や世界

のエネルギー問題の解決のヒントとなることを実感しました。エネルギーは国際関係に直結するト

ピックのため、各国の若い参加者が将来を変えてくれる可能性を感じました。 

◆ 視察先関係者 

プレゼンテーションを非常に興味深く聞いていただき、質疑応答でも多くの質問をしていただき、

活発な議論ができたと思います。また、弊社のレタスの試食も楽しんでいただき、スタッフにとって

も充実した時間になりました。 
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５．参加者の対外発信（抜粋） 

  

2024年 11月 30日（Instagram） 

米国 社会人 

カケハシ・プロジェクトで持続可能性、アグリツ

ーリズム、グリーンシティについて話しました。 

2024年 12月 1日（Instagram） 

米国 社会人 

これから東京にある水素博物館（東京スイソミル）

へ向かいます！ 

 

６．報告会での訪日成果とアクション・プラン発表（抜粋） 

訪問地：東京都 全 3グループ発表 

グループ A 

  

【成果の発表】 

テーマ（サステイナブル社会）についての学び： 

講義を通して日本のエネルギー事情、特に海外からの輸入に頼っている事実、そして再生可能エネル

ギーの限界と可能性について学びました。リーフファクトリーの視察では人工光を使った農業の利点

と課題について学び、スイソミルでは有害な排出を伴わない「グリーン」水素について学びました。 

【アクション・プラン】 

グループメンバーがそれぞれアクション・プランを実施予定です。 

 将来、都市部で暮らす場合は公共交通機関を利用し、電力供給減に貢献します。地方に住む場合はソ

ーラーパネルの設置や自家発電を視野に入れ、電気自動車や水素エネルギーを使った生活を模索し

ます。 

 海外でアグリツーリズムに関わった経験を活かし、地方の環境保全に貢献しながらアグリツーリズ

ムを推進していきます。こうすることで地域活性化に貢献し、SDGsの達成の一環にもなります。 

 勤めている小学校の生徒対象に「1日農家体験」イベントを行い、農家さんと共に農作物を販売した

り、生徒の好奇心を刺激するだけでなく、地域にも貢献していきます。 
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 自分の生活改善をしていきます。フードロスを減らし、エネルギーを含む政策の決定権のある政治家

に投票し、竹箸などのサステイナブルグッズを使うようにします。 

 若年層が農業に興味を持つような活動に参加します。そこで太陽光発電と農業を組み合わせるとい

った、最新技術を用いた農業についても興味をもってもらうよう促します。 

グループ B 

  

【成果の発表】 

テーマ（サステイナブル社会）についての学び： 

サステイナブル社会の実現にはエネルギー問題も含め、いろんなコストが発生します。安価なエネル

ギーは環境を脅かし、安全性の高いエネルギーは供給が不安定です。農業も同様に多くの状況を鑑み

ながら取り組む必要があります。全て、バランスを見ながら確実に、そして着実に前進していく必要が

あると知ることができました。 

【アクション・プラン】 

各メンバーが今回のプログラムを通して学んだことを友人や同僚に口頭や SNSで共有し、ローカル企

業や 3R（リデュース・リユース・リサイクル）キャンペーンに貢献していきます。 

グループ C 

  

【成果の発表】 

テーマ（サステイナブル社会）についての学び： 

日本の電力は海外に依存しており、再生可能エネルギーの使用割合が低いと知りました。水素エネル

ギーの推進を図りながらも、道のりは長いようです。しかし同時に技術発展や農業の効率化などとい

ったプロジェクトも進んでおり、いかにいろんな分野の専門家が協力しあうかが重要だと感じました。 

【アクション・プラン】 

すぐに実施できるアクション・プランとしては、今回の経験を SNSなどアップし、また、近日中に実

施される水素フェスタに参加してより知識を深めます。中長期的な計画としては、今回の学びを学業

や仕事に活かしていきます。 

 

実施団体：一般財団法人日本国際協力センター（JICE） 


